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第3回 佐倉の第九～市民の第九～

2003(平成15年)3月 9日 (日)14時開演

“

04主 催・会場 匠 倉 市 民 薔 果 市 ,名JL

世界の恒久平和

ベートーヴェ

を願って佐倉市民が演奏する

ン不朽の偉大な交響曲第九番
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歌 劇 ナ ブ ツ

羞
て し る作 品 の だ ヴ が27歳 の 不

ノ・ ス ラ座で初演された。序曲

く4幕7場で、

ア書、グ Jl

ら562年 まで43年 間在

デ の を素材 として

を制圧 し

な り、精

の中で、

閉 され

王位継承の策謀にかか

る。しかし、牢獄で王

り、やがて正気に界%
ていたヘブライ人も故
に罪を詫び、悔い改め

しを祈

隷 とし

父 と妹

本日演奏される「思いよ、黄金の翼にのって」は、第3幕

でヘブライの奴隷たちが、ユーフラテス河畔での過酷な

強制労働の明け暮れの中で、故郷への想いを込めて歌う

合唱である。イタリアの第 2の国家ともいわれるほど、

イタリアでは国民に愛唱されている。

[歌詞の大意]

思いよ、黄金の翼にのつて飛んで行け

故郷の地のそよ風があたたかく匂う

ヨルダン河の岸辺やシオンの壊れた塔に

あいさつをしてくれ。

ああ、失われた美しいわが祖国よ

ああ、いとしく、悲しい想いでよ

予言者の金の竪琴よ、柳にかけられたまま

どうして黙っているのか

胸の思いを再び燃やし、去った日々を我 らに語れ。

エルサレムの運命に似た深い嘆きの音を奏でよ

でなければ 苦しみに耐える力を与えよ

美しい響きを神が啓示されるように。

G:F.‐F.ヴェルディ (1815～ 1901)

歌劇 「ナブッコ」から
「思いよ、黄金の翼にのって」
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L.v.ベートーヴェン (1770～ 1827)

交響曲 第九番 二短調

1   0p.125 「合唱付」

|ベートーヴェンは、1816年、彼が42歳の頃か

1

ら第 9番目の交

響曲の構想を始めた 。1822年か ら本格的
２
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「歓喜に寄す」の詩 と演奏をお聴きいただくなかで、みなさ

ん一人一人が、ベー トーヴェンの内面に触れ、またこの大作

て ている。

トナール劇場

ェンの指揮で

行われた。

【日本における第九～全楽章～演奏の黎明】

日本では、ベートーヴェンの交響曲第九番は、40年 く
゛
らい前

から、12月 になると全国各地で数多 く演奏されるようになっ

た。最近では、プロ、アマチュアによる演奏会は、12月 だけでも

300を数えるのではないだろうか。

日本での「第九」演奏会の始まりを概観すると、1918(大正7)

年6月 1日 に徳島県板東収容所でドイツ人捕虜により全楽

章が演奏されたcソ リストはすべて男性であった。現在の記録

では、これが日本最初の第九演奏会ということになつている。

(習志野市での初演説もあるが、関係者が調査中)

日本人による本邦初演は、1924(大正13)年 11月 29日 、東京音

楽学校 (現在の東京芸術大学)第48回定期演奏会。演奏は、学校

の先生と生徒。指揮はドイツ人のグスタフ・クローン。

プロによる本邦初演は、新交響楽団(現在のNHK交響楽団

の前身)に より、1928(昭和 2)年 5月 3日 に朝日新聞社の講堂

を会場にして行われた演奏会。

1938(昭和13)年 12月 26,27日 の両日、新交響楽団により歌舞

伎座を会場にして「第九」演奏会が開催されているが、日本で

の暮れの演奏は、この頃に起源を持つようだ。

(歓喜に寄す)

バリトン独唱
おお、友よ、このような音でなく、もっと快い、

喜びに満ちた調べを 歌おうではないか 1

バリトン独唱・合唱

歓喜よ、神のような美しい響きよ、楽園の乙女よ

我らは熱情に酔い あなたの天のような神殿に入る!

あなたの不可思議な力は 世の習いが

厳しく切り離したものを結びあわせ、

あなたの優しい翼が憩うところ 全ての人は兄弟になる。

四重唱・合唱

全て世にあるものは 自然の胸から歓喜を飲み、

全ての善人 全ての悪人は 自然のばらの小道を歩む。

自然はわれらに口づけと葡萄を、

死によっても隔てられぬ友を与えた。

虫にも楽しみが与えられ、

天使ケルビムも神の前にたたずむ !

テノール・男声合唱

明るく、太陽が 壮大な天窄の軌道を飛びいくように、

喜び進め、兄弟よ、おのれの道を、

英雄が勝利に向かって進みいくように。

合 口昌

抱き合おう、百万の人々よ1 全世界に口づけを1

兄弟よ、星空のかなたに、愛する父は住みたもうのだ。

ひざまづ
｀
いたか、了干;Fのノ、々 よ!

創造の主を感じられるか、世界の人々よ!

星空のかなたに主を求めよl

星のはるかに主は住みたもうのだ。
‐ηl群

「第九」日本初演の地 といわれる

徳島・坂東にある 「ドイツ館」
(写真提供・渡辺尚明氏 )
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で「リゴレット」

り、イギリスのイングリッシュ・ナシヨ

となり、「魔笛」の夜の女玉、パパゲー

ン サ ト サ 曲で は 、 第九」 カル ミナ
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の 父 型 曲 クリス マ ス オフ トリオ 戴冠 ミ サ などでソリス

務めている。「佐倉の第九」には前回に続き出演。二期会会員。

武蔵野音楽大学、愛知県立芸術大学講師c

わかばやし

バリトン 若林
ひろし
ミ生
′lコ

県立佐倉高校卒業後、東京芸術大学音楽部声楽科卒業。

声楽を畑中良輔、竹沢嘉明各氏に師事。指揮法を高階正光氏

に師事。1985年ウイーンに留学し、マリア・S。 ザウアー女史に師

事する。教職のかたわら声楽活動を続けており、毎年欠かさず

ウイーンで声楽の研鑽を続けている。

音楽活動は、東京室内歌劇場公演のオペラ「燃える炉」「脳

死をこえて」をはじめ、バッハ「マタイ受難曲」「口短調ミサ」「マ

ニフイカト」、ヘンデル「メサイア」、モーツァルト「レクイエム」、
ベートーヴェン「第九」などソリストの他、ジョイント・コンサート

等に数多く出演している。リサイタルも継続的に行っており、

1989年千葉県教育会館、1997年 習志野文化ホール、2001年 9

月千葉。ぱ・る・るホールで、シューベルト「冬の旅」全曲をとりあ

げた。

合唱団の指導者としても大活躍中で、京葉混声合唱団、習志

野第九合唱団、四街道第九合唱団、浦安第九合唱団等で活動。

現在、合唱団コール・ドリーム、浦安男声合唱団、成田楽友

協会合唱団常任指揮者、千葉県合唱連盟理事。
「佐倉の第九」は、第 1回 から今回の4回 まで合唱の指導を

担当、またソリストとして出演 c

ウィーン・ハイリゲンシュタット公園にあるベートーヴェンの家
(写真提供 馬場孝之氏‐
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東京芸術大学でツィオラを浅妻文樹、兎東俊之、桐朋学園

で指揮を小沢征爾、秋山和慶、尾高忠明の各氏に師事。さら
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森永 朝子
さかき|ぎら       さとし

テノール  榊原  哲

了。ドイツとイタ   東京芸術大音楽部声楽科卒業。声楽を三林輝夫、布施隆治

1996/1997年   の各氏に、バッハな
ノヘ派遣 c

ペラシティ、

ン国立 松ヽ英典氏に、指揮法を伊藤栄一氏

会を中心にプロ合唱団で演奏

氏に師事する。

オーディションに合格し、山田一

ェンの「第九」にソリストとしてデ

員としてイタリ
‐帰国コンサート」

のオラトリオ・エヴアンゲリストをブレーメ

、神奈川フィル、ニューフィル千
l」 フイ

ッグレーナ、「ドン
葉など 団の演奏会にソリストとして出演

」「口短調ミサ」、ハイドン「天に」で雅江、「脳死を超えて」の女医、

信託芸術音楽賞、水戸芸術館 )、
「広

月停」の詩人の母、「耳なし芳一」のお

房役で活躍。、最近では、「ホフマン物

「泣いた

(原語 日本初演 )、
「タンホ

日本初演) 、非常に

響曲、宗教曲のソリストとして

により読響、者『響、日フィフレ、
HK― FM放送に出演。リ

ンフランシスコ歌劇場、札幌PoM.F.1996年 第38

フェスティバル、2000年 から3年連続で新国立歌劇

国立歌劇場に出演している。

学講師。二期会会員。東京室内歌劇場会員。

ミサ」「レクイ

L.ウ ェッ

ベートーヴェンが1825年 に逗留した弟ヨハンの家 (ウ ィーン郊外・グナイセンドルフ)   ベー トーヴェンの生家 (ド イツ。ボン)

最近

広島エリザベート音楽大学講師。三輝会会員。日

会コンサート・マスター。「佐倉の第九」には、第2回 から続いて

3回 目の出演。

(写真提供 馬場孝之氏 ) (写真提供 馬場孝之氏 )
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千 葉

西 村

堀 内

山 本

● ア ル ト 秋 田

大 田

川 上

小 松

● テノール 金 子

小林

長 竹

溝 口

● バ ス 天 田

工 藤

滝 沢

藤 巻

網 仲 純 子

遠 藤 美智子

小 山 治 子

関  佳 美

角 田 みどり

長谷川 嘉 代

本 澤 葉留美

吉 村 呈 子

訪   重子

大 谷 和 子

菅 野 佑美子

柴 田 静 子

竹之下 得 子

鳥居本安規子

萩 原 直 美

保 科 膿 子

矢 野 昌 子

兼 島

佐 野

永 原

池 田

熊 野

武 知

町 田

稲 川 明 子

小野寺賀世子

齋 藤 光 依

高 橋 悦 子

永 倉 喜代子

平 野 直 美

松 本 秀 子

渡 邊 紀 子

飯 泉 登美江

大 伴 葉 子

木佐貫 肇 子

菅 野 陽 子

橘  美津江

中 野 隆 子

橋 爪 美奈子

堀 井 和 子

山 崎 敏 子

岩 井 恵美子

蚊 野 侑 子

篠 丸

高 橋

中 道

弘 山

蓑 和

石 渡 夏 子

岡 本 静 子

本部石 美 子

美 和

久 子

保 子

雅美

本 間 節 子

霞 原 洋 了

木佐貫 秀 爾

橘   幹夫

深 澤 孝 志

幹 幸

茂

和 行

誠

江 日 みどり

野

田

田

相

梅

黒

関

栄 子

登志子

麗 子

真由美

栄 子

佐 知

由紀子

淑 美

久美子

京 子

由 枝

喜久子

幸 子

敏 子

吏 子

裕 子

三津枝

祐 之

勲

孝 一

琢 也

鵜 澤

菊 間

清 水

武 居

浪 川

深 井

村 上

栗 山

田 村

本 田

登美子

靖 子

良 美

美 紀

弘 子

純 子

光 枝

通

言 行

貢 久

内 田

北 野

杉 野

棚 橋

西

北 條

守 屋

大 越

河 合

栗 林

須 原

田 村

成 瀬

平 崎

松 田

後 藤

檀 谷

松 原

正 恵

直 子

員 弓

伊久子

照子

教 子

和 子

美智子

美 恵

トシエ

芳 子

美佐子

多恵子

慎 喜

安 子

子

子

子

子

子

郁

康

睦

孝

憲

子

苗

江

子

き

子

鈴

子

治

早

泰

廣

せ

節

美

一

田

村

木

中

尾

部

居

阪

勝

木

鈴

田

成

服

松

脇

浦

中

良

杉

田

奈

旗

橋

田

羽

瀬

橋

高

寺

丹

廣

二

春

彦

行

忠

正

靖

一

薫

順

幸島

谷

村

川

角

中

彦

古

雄

信

政

文

一　
勝

弘

三

堅
　
　
哲

祥

山

田

平

和

野

枝

田

中

小

三

原

山

田

島

口

崎

岡

小

野

山

忠

己

記

雄

紘

義

弘

裕

亮 司

利 夫

修 正

宏 和

金 井 芳太郎

茂 野 修 一

菱 田 清 勝

山 本 茂 樹

川 上

高 松

孝 一

久 長

直 道

勲

:平山 直道

成瀬多恵子 守屋 和子  会 計 :訪  重了、成瀬多恵子

監 事 :内 田 正恵、田村 言

パー ト

ル ト :勝田 治子、橘 美津江 :兼島 信彦  ノヾ ス :滝沢 孝一

「佐倉市民の第九」に参加 して4回 目。稀代の音痴である家内も理解を示すようになった。当初は「粗大ゴミさん、本
当に出来るの ?」 と半信半疑だった家内が 3回目から私に対する態度が変わった。粗大ゴミから宿六程度になったら
しい。呼び方も「ハゲ」から「ハゲちゃん」になった。チャンを付ければ、失礼に当たらないと思つているから始末に悪い。

こちらも「お―い、お茶」などと呼びたいが、なかなか出来ない。この際だから親父復権を目指 し、「第九」を道具に

して、せめて「さん」を付けてくれるように努力するつもりだ。

4回 目を迎え、指導する先生方は、前回より高度な内容を要求される。私も必死に勉強 した。おぼろげながら「第
九」が解ってきたような気がする。三原明人先生の指揮のもと、日頃の練習の成果を存分に発揮したいと思う。
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コンサート・ミストレス 城みどり

第 1ヴアイオリン

第 2ヴアイオリン

江

植

彩

子

美

雄

真

子

穣

子
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幸

美

俊

睦

伸

桜

裕

間
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佐倉フィ′L′ 一ヽモ三二管弦楽ロ

佐倉フイル八■モニー管弦楽団事務局長 石鍋 豊和

今回で4回 目の「佐倉の第九 |の演奏に引き続き参加することになりました。

同じ曲を何回演奏しようと、その都度より質の高い演奏を目指すことが指揮者、演奏者の命題であること
′'十喘 )ヾ、 ′キ 芳、hき o´卜 ′                   _‐   .
|し つ ″‐ν‐|よ α,ソ よ に ′ν O                                                _

管楽器は口‐テーションの関係で、初めての参加、今回はl stで、というケ‐スもありますが、回を重ね

る度に全体 としては多少なりとも練習の中で、余裕のようなものが感じられるようになりました。前回まで

とはまたひと味ちがう演奏になると思います。

第 1回で味わった感動を忘れず、今回も新たな発見、感動を求めて精■杯演奏するつもりです。



第4回佐目の第九演奏会|こあたって
佐倉市民音楽ホール館長 鵜澤登美子

佐倉の第九～市民の第九～演奏会、 4回 目を迎

えることができました。

今回は、ベー トーヴェンの交響曲第九番演奏の

前にヴェルディーの有名なオペラ「ナブッコ」か

ら「思いよ、黄金の翼にのって」を演奏すること

になりました。これにより演奏者は、マンネリに

陥ることなく、本日の演奏に取 り組むことが出来

たと思っております。お聴きいただく方々にも、

「佐倉の第九」は工夫していることとお感じいただ

けるものと思っております。

今回も合唱団員による練習委員会を設けました

が、委員のみなさんの活発な活動により練習は順

調でした。佐倉フィル八一モニー管弦楽団も前回

にも増 して、一層熱の入った取 り組みをしていた

だきました。

4回続いて指揮をしていただきました三原明人

氏、合唱指導者の若林浩氏をはじめ本国の演奏に

様々な形でご協力いただきました方々に心よりお

礼申しあげます。

次回、第 5回 の佐倉の第九は、東京交響楽団の

ご協力による演奏会となります。みなさん、ご期

待ください。

ベートーヴェンの肖像画

(小 幡春生画伯 :音楽ホール所蔵)

主催スタッフ

総 括 責 任

コーディネーター

副コーディネーター

主任 ス タ ッフ

ス タ ッ フ

鵜澤登美子

馬場 孝之

永倉喜代子、

高橋 竹男

麻生 浩巳、

宍戸  信、

柴田 芳彦、

勝田 誠広

柳田 晴生

鈴木

関

半田

千春、

佳美、

励子、

力 m八千代市文化振興財団協

口 ヽ _一員 一
日」■′

~==三
==
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ソプラノ 出来田三智子 (できたみちこ)

武蔵野音楽大学卒業後、二期会研究所

に入る。1985年イタリア留学。ミラノ・

G・ ヴェルディ国立音楽院で学び、更に、

カリアリ・ピエール・ルイジ・ダ・パレ

ストリーナ国立音楽院に入り1989年卒業。

1990年、オペラ「ラ 。ボエーム」のミ

ミ役でデビュー。オペラ「イル・トロヴァ

トーレ」のレオノーラ役でイタリア各地

を公演する。その後、イタリアで「マク

ベス」「マダム・バタフライ」 「ヵヴァ

レリア・ルスティカーナ」 「エフゲ

ニー・オネーギン」「霊媒」「ナブッ

コ」「さまよえるオランダ人」等の大型

オペラに出演する。イタリア、フランス

でリサイタル、コンサート、ラジオ放送

に多数出演の後、|1吊国する。

2001年二期会公演のオペラ「ファルス

タッフ」のアリーチェ役で出演。高崎県

民芸術祭参加作品オペラ「カルメン」の

カルメン役で県内5ケ所で公演する。

また、高崎県民芸術祭参加リサイタルに

も出演。

第32回 日伊コンコルソ第2位。サンタ・

マルゲリータ国際コンクール第2位。

ネーリ国際コンクール入選。マリオ・デ

ル 。モナコ国際コンクールに入選。

現在、高崎芸術短期大学声楽科講師。

二期会会員。
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